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2. 宮﨑泰司：韓国専門家派遣事業（セミナー）に参加して.長崎・ヒバクシャ医療国際協力会（NASHIM）通信 42 : 13-14, 
2017 

3. 今泉芳孝：[生涯教育シリーズ①]成人 T 細胞白血病・リンパ腫. 長崎市医師会報 51(11) : 16-18, 2017 

B-e 
1. 樋口真帆, 鍬塚  大, 宇谷厚志, 佐藤信也, 宮﨑泰司, 新野大介：Diffuse large B cell lymphoma (DLBCL) の再燃時に

皮膚に AL 型アミロイドーシスを発症した 1 例. 日本皮膚科学会雑誌 127(2) : 219, 2017 

2. 山下剛史, 高松博幸, 河村浩二, 角南一貴, 萩原將太郎, 板垣充弘, 高橋  勉, 近藤忠一, 池田宇次, 稲本恭子, 半田  
寛, 今泉芳孝, 黒田純也, 村上  純, 中村裕一, 中澤英之, 尾崎修治, 中尾眞二, 飛内賢正, 飯田真介：中枢神経浸潤

を有する多発性骨髄腫症例の後方視的検討 中間解析報告. International Journal of Myeloma 7(1) : 66, 2017 

3. 松本成良, 長谷川寛雄, 佐々木大介, 森  沙耶香, 上野友郁, 山内俊輔, 山川壽美, 山川智弘, 鶴田一人, 宮﨑泰司, 
柳原克紀：High Resolution Melting(HRM)による JAK2、CALR 遺伝子変異同時スクリーニング検査の構築. 日本血栓

止血学会誌 28(2) : 256, 2017. 

4. 中村浩哉, 古賀嘉人, 中道志織, 深堀由紀子, 田口  潤, 末松貴史, 長井一浩, 宮﨑泰司：院内調製洗浄血小板製剤の

血小板機能ならびに臨床効果に関する研究. 日本輸血細胞治療学会誌 63(2) : 189-190, 2017 

5. 塚田幸絵, 今泉芳孝, 加藤丈晴, 糸永英弘, 佐藤信也, 澤山  靖, 田口  潤, 波多智子, 新野大介, 大島孝一, 宮﨑泰

司：Reed-Sternberg 細胞様の大型異型細胞を伴い診断に苦慮した PTCL-NOS. 日本リンパ網内系学会会誌 57 巻(予稿

集) : 106, 2017 

6. 植田真由, 佐藤信也, 塚田幸絵, 糸永英弘, 澤山  靖, 田口  潤, 今泉芳孝, 波多智子, 新野大介, 宮﨑泰司：下肢レ

ントゲン検査によりウェルナー症候群と診断された若年高リスク骨髄異形成症候群. 臨床血液 58(6) : 688, 2017 

7. 塚田幸絵, 今泉芳孝, 加藤丈晴, 糸永英弘, 佐藤信也, 澤山  靖, 田口  潤, 波多智子, 新野大介, 大島孝一, 宮﨑泰

司：S 状結腸がんに合併した肝原発濾胞性リンパ腫. 臨床血液 58(6) : 697, 2017 

8. 森  沙耶香, 長谷川寛雄, 鶴田一人, 川良洋城, 佐々木大介, 松本成良, 今泉芳孝, 宮﨑泰司, 柳原克紀：臨床検査に

おける MYD88 L265P 遺伝子変異解析の意義. 日本検査血液学会雑誌 18(学術集会号) : S163, 2017 

9. 曽山明彦, 高槻光寿, 長井一浩, 宮﨑泰司, 栗原慎太郎, 日高匡章, 足立智彦, 大野慎一郎, 夏田孔史, 江口  晋：安

全・安心な臓器移植のために出来ること 安全・安心な臓器移植を実施するための生体ドナーに対する危機管理プロ

グラムの重要性. 日本消化器外科学会総会 72 回 Page SY04-5, 2017 
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10. 吉里哲一, 南谷泰仁, 熱田由子, 塩澤裕介, 吉田健一, 片岡圭亮, 白石友一, 真田  昌, 神田善伸, 宮﨑泰司, 宮野  
悟, 牧島秀樹, 小川誠司：U2AF2 mutations in myelodysplastic syndromes. 日本癌学会総会記事 76 回 Page E-2053, 2017 

11. 南谷泰仁, 竹田淳恵, 佐藤信也, 白石友一, 吉田健一, 塩澤裕介, 牧島秀樹, 中尾眞二, 大屋敷一馬, 宮﨑泰司, 直江

知樹, 宮野  悟, 小川誠司：Efficacy of azacitidine for TP53- mutated myelodysplastic syndromes (MDS). 日本癌学会総会

記事 76 回 Page IS7-7, 2017 

12. 金森貴之, 南谷泰仁, 吉田健一, 片岡圭亮, 田中洋子, 千葉健一, 白石友一, 麻生範雄, 千葉  滋, 直江知樹, 宮﨑泰

司, 宮野  悟, 小川誠司：Integrated molecular analysis of myelodysplastic syndromes using whole genome sequencing. 日
本癌学会総会記事 76 回 Page E-2027, 2017 

13. 原川さゆみ, 太田祐樹, 黒部由佳, 牟田久美子, 北村峰昭, 山下  裕, 小畑陽子, 宮﨑泰司, 福岡順也, 久野  敏, 西
野友哉：造血幹細胞移植後にネフローゼ症候群を呈し、多彩な腎病理所見を認めた一例. 日本腎臓学会誌 59(6) : 717, 
2017 

14. 南谷泰仁, 吉田健一, 竹田淳恵, 吉里哲一, 片岡圭亮, 中川正宏, 牧島秀樹, 白石友一, 千葉健一, 田中洋子, 直江知

樹, 清井 仁, 千葉 滋, 麻生範雄, 宮﨑泰司, 宮野 悟, 小川誠司：骨髄異形成症候群の全ゲノム解析による分子病

態の解明. 臨床血液 58(9) : 1457, 2017 

15. 渡辺春香, 牧山純也, 千綿雅彦, 北之園英明, 中島 潤, 今泉芳孝, 吉田真一郎：高齢者ホジキンリンパ腫に対する

ABVD 療法の成績.  臨床血液 58(9) : 1467, 2017 

16. 横山泰久, 五所正彦, 佐藤信也, 森 康雄, 鈴木隆浩, 高見昭良, 宮﨑泰司, 赤司浩一, 千葉 滋：大規模健診データ

を用いた成人好中球減少の頻度および危険因子の解析. 臨床血液 58(9) : 1636, 2017. 

17. 南谷泰仁, 竹田淳恵, 佐藤信也, 塩澤裕介, 白石友一, 片岡圭亮, 千葉健一, 田中洋子, 真田 昌, 千葉 滋, 麻生範

雄, 清井 仁, 中尾眞二, 大屋敷一馬, 宮﨑泰司, 直江知樹, 牧島秀樹, 吉田健一, 宮野 悟, 小川誠司：TP53 陽性

MDS に対するアザシチジンの有効性. 臨床血液 58(9) : 1456, 2017 

18. 坂本 光, 糸永英弘, 藤岡真知子, 塚田幸絵, 千綿雅彦, 鳥山愛生, 上条玲奈, 北之園英明,中島  潤, 田口正剛, 加藤

丈晴, 牧山純也, 佐藤信也, 安東恒史, 澤山 靖, 今泉芳孝, 吉田真一郎, 波多智子, 森内幸美, 宮﨑泰司：高齢者

Ph+ALL における TKI 併用化学療法の後方視的解析 . 臨床血液 58(9) : 1510, 2017 

19. 吉里哲一, 南谷泰仁, 熱田由子, 塩澤裕介, 吉田健一, 鬼塚真仁, 片岡圭亮, 千葉健一, 田中洋子, 白石友一, 真田 

昌, 糸永英弘, 神田善伸, 宮﨑泰司, 宮野 悟, 牧島秀樹, 小川誠司：骨髄異形成症候群における U2AF2 変異. 臨床

血液 58(9) : 1515, 2017 

20. 澤山 靖, 糸永英弘, 福島卓也, 中野伸亮, 藤原 弘, 福田隆浩, 高塚祥芝, 宮本敏浩, 衛藤徹也, 中嶋康博, 諫田淳

也, 熱田由子, 宇都宮 與, 加藤光次：ATL 移植における CMV 再活性化の影響. 臨床血液 58(9) : 1548, 2017 

21. 藤岡真知子, 糸永英弘, 塚田幸絵, 坂本 光, 千綿雅彦, 鳥山愛生, 小林裕児, 佐藤信也, 澤山 靖, 田口 潤, 今泉

芳孝, 波多智子, 新野大介, 宮﨑泰司：移植前のアザシチジン治療により骨髄線維化が改善した骨髄異形成症候群. 
臨床血液 58(9) : 1717, 2017 

22. 波多智子：離島における造血器腫瘍診療の現状と課題. 臨床血液 58(9) : 1444, 2017 

23. 増田侑也, 竹内一人, 児玉俊夫, 藤崎智明, 今泉芳孝, 大塚英一, 尾崎修治, 長谷部晋士, 朝井洋晶, 安川正貴, 薬師

神芳洋 ：リンパ腫の診断と予後に関する後方視的考察. 臨床血液 58(9) : 1555, 2017 

24. 吉野明久, 牧山純也, 千綿雅彦, 北之園英明, 中島 潤, 今泉芳孝, 吉田真一郎：HTLV-1 キャリアにおける ATL 以

外の悪性腫瘍の検討. 臨床血液 58(9) : 1557, 2017 

25. 糸永英弘, 宮﨑泰司, 今井陽俊, 長谷川雄一, 池田宇次, 田地浩史, 天野逸人, 一戸辰夫, 福田隆浩, 熱田由子, 谷澤

昭彦, 近藤 健：慢性好中球白血病と非定型慢性骨髄性白血病に対する同種造血幹細胞移植. 臨床血液 58(9): 1574, 
2017 

26. 塚田幸絵, 今泉芳孝, 藤岡真知子, 坂本 光, 千綿雅彦, 鳥山愛生, 小林裕児, 上条玲奈, 北之園英明, 中島 潤, 加
藤丈晴, 田口正剛, 谷口広明, 牧山純也, 糸永英弘, 佐藤信也, 安東恒史, 澤山 靖, 田口 潤, 吉田真一郎, 波多智

子, 森内幸美, 宮﨑泰司：実臨床における中枢神経原発悪性リンパ腫に対する R-MPV / WBRT / AraC 療法の治療成

績. 臨床血液 58(9) : 1577, 2017 

27. 今泉芳孝, 岩永正子, 野坂生郷、, 伊藤薫樹, 石塚賢治, 宇都宮 與, 戸倉新樹, 仲地佐和子, 下田和哉, 飛内賢正, 渡
邉俊樹, 内丸 薫, 塚崎邦弘：成人 T 細胞性白血病・リンパ腫（急性型・リンパ腫型）に対する治療と予後の実際に

関する検討. 臨床血液 58(9) : 1586, 2017 
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学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

1 0 12 2 2 41 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

宮﨑泰司・教授 長崎県指定難病審査会委員 長崎県 

宮﨑泰司・教授 長崎県保健医療対策協議会がん対策部会委員 長崎県 

宮﨑泰司・教授 専門委員 独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 
審査業務部 

宮﨑泰司・教授 理事 特定非営利活動法人 
成 人 白 血 病 治 療 共 同 研 究 支 援 機 構

(NPO-JALSG 支援機構）Japan Adult Leukemia 
Study Group 

宮﨑泰司・教授 幹事・副代表 日本成人白血病治療共同研究グループ 
（Japan Adult Leukemia Study Group：JALSG） 

宮﨑泰司・教授 ドナー安全委員会 委員 公益財団法人 日本骨髄バンク 

宮﨑泰司・教授 九州地区代表医師 公益財団法人 日本骨髄バンク 

宮﨑泰司・教授 評議員 日本内科学会 

宮﨑泰司・教授 編集委員「Internal Medicine」 日本内科学会 

宮﨑泰司・教授 評議員 日本内科学会九州支部 

宮﨑泰司・教授 理事 日本血液学会 

宮﨑泰司・教授 教育委員会 副委員長 日本血液学会 

宮﨑泰司・教授 教育委員会プログラム企画委員会 委員長 日本血液学会  

宮﨑泰司・教授 Associate Editor「International of Hematology」 日本血液学会 

宮﨑泰司・教授 評議員 日本癌学会 

宮﨑泰司・教授 教育委員会 委員 一般社団法人 日本がん治療認定医機構 

宮﨑泰司・教授 評議員 日本造血細胞移植学会 

宮﨑泰司・教授 九州免疫血液研究会 世話人 九州免疫血液研究会 

宮﨑泰司・教授 代表世話人 長崎幹細胞移植研究会 

宮﨑泰司・教授 幹事 Indolent Hematologic Malignancy 研究会 

宮﨑泰司・教授 編集アドバイザー「 Trends in Hematological 
Malignancies」 

㈱メディカルレビュー社 

宮﨑泰司・教授 Reviewer「Japanese Journal of Clinical Oncology
（JJCO）」 

OXFORD JOURNALS 

宮﨑泰司・教授 Reviewer「 Journal of Clinical and Experimental 
Haematology（JCEH）」 

日本リンパ網内系学会 

宮﨑泰司・教授 編集委員「Internal Medicine」 日本内科学会 

宮﨑泰司・教授 シニア編集アドバイザー「PNH Frontier」 ㈱メディカルレビュー社 

宮﨑泰司・教授 Editorial Board「Leukemia」 Nature Publishing Group 

宮﨑泰司・教授 Editorial Board「BLOOD RESEARCH」 The Korean Society of Hematology  

宮﨑泰司・教授 疫学部 顧問 財団法人 放射線影響研究所  
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宮﨑泰司・教授 臨床研究部 顧問 財団法人 放射線影響研究所  

宮﨑泰司・教授 評議員 公益財団法人 長崎原子爆弾被爆者対策協議

会 

宮﨑泰司・教授 長崎県緊急被ばく医療ネットワーク検討会委員 公益財団法人 原子力安全研究協会 

宮﨑泰司・教授 骨髄異形成症候群（MDS）連絡会 顧問 MDS 連絡会 

波多智子・准教授 評議員 日本血液学会 

波多智子・准教授 専門医認定委員会 委員 日本血液学会 

波多智子・准教授 教育企画委員会 委員 日本血液学会 

波多智子・准教授 編集委員会 委員「臨床血液」 日本血液学会 

波多智子・准教授 運営委員 日本成人白血病治療共同研究グループ 
（Japan Adult Leukemia Study Group：JALSG） 

波多智子・准教授 長崎県社会保険診療報酬請求書審査委員会委員 社会保険診療報酬支払基金長崎支部 

波多智子・准教授 九州血液セミナー 幹事 九州血液セミナー 

波多智子・准教授 指定難病「特発性血小板減少性紫斑病」医療相

談（講演）会 講師 
長崎市  

今泉芳孝・講師 評議員 日本血液学会 

今泉芳孝・講師 評議員 日本 HTLV-1 学会 

田口 潤・助教 調整医師           2017 年 3 月まで 公益財団法人 日本骨髄バンク 

田口 潤・助教 移植施設責任者              2017 年 3 月まで 公益財団法人 日本骨髄バンク 

田口 潤・教授 評議員 日本造血細胞移植学会 

澤山 靖・助教 長崎市夜間急患センター運営協議会委員 長崎市 

澤山 靖・助教 在韓被爆者健康診断・相談事業 長崎県 

澤山 靖・助教 調整医師 公益財団法人 日本骨髄バンク 

佐藤信也・助教 調整医師 公益財団法人 日本骨髄バンク 

糸永英弘・助教 評議員 日本血液学会 

糸永英弘・助教 調整医師 公益財団法人 日本骨髄バンク 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

宮﨑泰司・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等施

策研究事業（難治性疾患政策研究事業）） 
特発性造血障害に関する調査研究 
（研究代表者：三谷絹子） 

宮﨑泰司・教授 国立研究開発法人 日本医療研究

開発機構（AMED） 
分担 （革新的がん医療実用化研究事業） 

AYA 世代急性リンパ性白血病の小児型治療

法および遺伝子パネル診断による層別化治

療に関する研究（研究代表者：早川文彦） 

宮﨑泰司・教授 国立研究開発法人 日本医療研究

開発機構（AMED） 
分担 （革新的がん医療実用化研究事業） 

骨髄異形成症候群（MDS）のオミックス解

析による治療反応性および病型進展の新た

なバイオマーカーの同定とその実用化に関

する研究（研究代表者：小川誠司） 

宮﨑泰司・教授 国立研究開発法人 日本医療研究

開発機構（AMED） 
分担 （次世代がん医療創生研究事業） 

大規模シーケンス解析に基づく、造血器腫瘍

のゲノム、エピゲノムにおける、空間的・時
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間的多様性の研究 （研究代表者：小川誠司） 

宮﨑泰司・教授 国立研究開発法人 日本医療研究

開発機構（AMED） 
分担 （臨床ゲノム情報統合データベース整備事

業） 
がん領域における臨床ゲノム情報データス

トレージの整備に関する研究 
（研究代表者：堀部敬三） 

宮﨑泰司・教授 国立研究開発法人 日本医療研究

開発機構（AMED） 
分担 （革新的がん医療実用化研究事業） 

成人慢性好中球減少症の診療ガイドライン

作成に向けた予後追跡調査 
（研究代表者：千葉 滋） 

宮﨑泰司・教授 国立研究開発法人 日本医療研究

開発機構（AMED） 
分担 （革新的がん医療実用化研究事業）急性骨髄

性白血病における PDX モデルで意義づけら

れた分子層別化システムの確立と臨床的実

効性と有用性の検証（研究代表者：清井 仁） 

宮﨑泰司・教授 国立研究開発法人 日本医療研究

開発機構（AMED） 
分担 （革新的がん医療実用化研究事業） 

TP53 遺伝子変異陽性骨髄異形成症候群に対

する新規治療戦略（研究代表者：南谷泰仁） 

宮﨑泰司・教授 国立研究開発法人 日本医療研究

開発機構（AMED） 
分担 （難治性疾患克服研究事業（難治性疾患等実

用化研究事業）（難治性疾患実用化研究事

業）） 
ゲノム不安定性を示す難治性遺伝性疾患群

の症例収集とゲノム・分子機能解析による病

態解明（研究代表者：荻 朋男） 

今泉芳孝・講師 国立研究開発法人 日本医療研究

開発機構（AMED） 
分担 （革新的がん医療実用化研究事業） 

臨床試験と全国患者実態把握による indolent 
ATL に対する標準治療の開発研究 
（研究代表者：塚崎邦弘） 

今泉芳孝・講師 国立研究開発法人 日本医療研究

開発機構（AMED） 
分担 （革新的がん医療実用化研究事業） 

NY-ESO-2 抗原特異的 TCR 遺伝子導入 T リ

ンパ球輸注による同種移植後再発難治性成

人 T 細胞白血病リンパ腫を対象とした多施

設共同臨床第Ⅰ相医師手動治験 
（研究代表者：池田裕明）  

澤山 靖・助教 国立研究開発法人 日本医療研究

開発機構（AMED） 
分担 （革新的がん医療実用化研究事業） 

急性型およびリンパ腫型成人Ｔ細胞白血病

に対する標準治療としての同種造血幹細胞

移植法の確立（研究代表者：福田隆浩）  

佐藤信也・助教 国立研究開発法人 日本医療研究

開発機構（AMED） 
分担 （次世代がん医療創生研究事業） 

骨髄異形成症候群造血幹細胞移植症例にお

けるゲノム解析に基づいた革新的予後予測

モデルの構築（研究代表者：吉里哲一） 

宮﨑泰司・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（B） 
原爆被爆者の腫瘍性／非腫瘍性造血細胞に

みられるゲノム異常の包括的解析 

今泉芳孝・講師 日本学術振興会 分担 基盤研究（B） 
ATLL 及び B 細胞性リンパ腫発症リスク評

価・判定法の開発（研究代表者：齋藤益満） 

今泉芳孝・講師 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 
HTLV-1 キャリアクローン解析に基づく新

規バイオマーカーの探索（研究代表者：長谷
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川寛雄） 

糸永英弘・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 
DNA メチル化酵素の視点から治療関連白血

病のマイクロ RNA の制御破綻を俯瞰する 

宮﨑泰司・教授 公益財団法人 武田化学振興財団 代表 特定研究助成 
全ヒトゲノム配列で明らかにする放射線被

ばくの時間的経過とその結果 

糸永英弘・助教 第 34 回角尾学術賞 代表 受賞テーマ 
 骨髄性腫瘍の治療反応性に関与するゲノ

ム・エピゲノム異常の解明 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

宮﨑泰司・教授 非常勤講師（被曝と健康） 長崎県立大学（シーボルト校） 

波多智子・准教授 非常勤講師（被曝と健康） 長崎県立大学（シーボルト校） 

今泉芳孝・講師 非常勤講師（被曝と健康） 長崎県立大学（シーボルト校） 

糸永英弘・助教 非常勤講師（疾病論Ⅳ（血液・造血器）） 
※2017 年 3 月まで 

長崎市医師会看護学校 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

宮﨑泰司・教授 災害・被ばく医療科学

共同専攻の特徴 
長崎大学広報

誌「チョーホ

ー」Choho 特別

版 

2017 年 3 月 長崎大学・福島県立医科大学共同大学院

「災害・被ばく医療科学共同専攻」設置

の狙いと、カリキュラム、期待される修

了者像についての特集号において、解説

を行った。 

宮﨑泰司・教授 長 崎 被 爆 者 カ ル テ 

電子化（日赤原爆病院 

半世紀・766 万人分） 

毎日新聞 2017 年 
6 月 28 日 

厚生労働省が今年度、被爆者医療の中核

を担ってきた日赤長崎原爆病院が半世

紀にわたって保管してきた患者延べ約

1527 万人分の紙カルテを電子化し、デー

タベースを構築する事業に乗り出す。ほ

ぼ半数が被爆者のカルテで被爆者の診

療記録としては国内の医療機関最大級

の規模。原爆後障害医療研究所としての

見解を述べた。 

宮﨑泰司・教授 原爆後障害医療研究

所長就任の御挨拶 
長崎医学同窓

会  
朋百 Vol.141 

2017 年 6 月 2017年 4月 1日付で原爆後障害医療研究

所長就任にあたっての抱負。 

宮﨑泰司・教授 長崎大学原爆慰霊祭 読売新聞 
 
 
長崎大学 HP 

2017 年 
8 月 10 日 
 
2017 年 
8 月 21 日 

医学部で行われた慰霊祭において当時

の医科大学生や職員を追悼するととも

に、チェルノブイリ、福島の原発事故に

関する医療支援、現地調査の実績報告な

らびに犠牲者のために何ができるか今

後も努力し続けることを誓った。 
 

波多智子・准教授 研究会報告 難病シ

リーズ⑤ 血液疾患

について 

長崎保険医新

聞 
2017 年 
4 月 10 日 

長崎県内の医療従事者向け講演会にお

いて平成 27 年の改訂により「自己免疫

性溶血性貧血（AIHA）」「発作性夜間
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ヘモグロビン尿症（PNH）」「血栓性血

小板減少性紫斑病（TTP）」「王天性赤

芽球癆（PRCA）」が追加され現在 11 の

血液疾患が難病指定されているが、その

うち成人にみられる 5疾患について疾患

概念、診断、治療を中心に解説を行った。 

糸永英弘・助教 第 34 回角尾学術賞受

賞 
「骨髄性腫瘍におけ

るゲノム・エピゲノム

異常と臨床的効果の

関連性」 

長崎新聞 
 
西日本新聞 
 
長崎大学 HP 
 
 
原爆後障害医

療研究所 HP 
長崎医学同窓

会 
朋百 Vol.141 

2017 年 
6 月 2 日 

2017 年 
6 月 8 日 

2017 年 
6 月 8 日 

2017 年 
6 月 12 日 

2017 年 6 月 

長崎大学において優れた業績を挙げた

若手研究者に贈る角尾学術賞を受賞し

た。白血病の治療効果を上げるための遺

伝子的な原因の解明に取り組んだこと

が評価された。 

 

○特筆すべき事項 
①糸永英弘・助教：長崎大学医学部 第 34 回角尾学術賞 受賞 

骨髄性腫瘍の治療反応性に関与するゲノム・エピゲノム異常の解明 


